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1 ｜　エナジーサポート株式会社　社会・環境レポート 2019　｜

○	 エナジーサポートグループは産業を変え、生活を変え、

社会を変える力となり、より良い未来に欠かせない新た

な価値を生み出すために存在する。

○	 私たちは責任を持って正しいことのみを行い、私たち自身

と私たちに関わる全ての人々に信頼と笑顔を広げていく。

○	 私たちはお客様の求めに正確かつ迅速に応え、さらに

期待を超える製品とサービスを創り出す。

○	 私たちは技術の深淵を追求し、最新のビジネスを学び、

それらを超えて新たな領域を切り拓く。

○	 私たちは全員が持てる力を十分発揮し、誇りと喜びと共に

助け合って成長できるよう、働く環境を改善していく。

○	 私たちは妥協することなく進歩・進化・挑戦を繰り返し、

今日を超える明日を目指す。

産業、生活、社会を変える、より良い未来を創る

企業理念
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2｜　エナジーサポート株式会社　社会・環境レポート 2019　｜

我々を取り巻く様々な社会的課題の中でも、とりわけエネルギー問題は重要なテーマです。世界

的なエネルギー需要の増大に応じて供給量を増大させる一方で、環境保全を図らなければなりませ

ん。当社の主要な事業領域である電力エネルギー関連事業では、電気を作り、送り届ける設備に、

また電力に限らず各種エネルギーを利用する設備にも、消費量の抑制やロスの削減といった効率化

がより厳しく求められるようになっております。

当社は事業の持続性と発展のエンジンを明確にするために、今年度より企業理念を改め、より良

い未来に欠かせない新たな価値を生み出すことを事業の目的と定めました。エネルギーに関わる社

会的課題の解決に貢献する高品質な製品・サービスを提供し続けることによって、この事業目的を

実現してまいります。

一昨年、いくつかの製品においてお客さまへ報告した受け渡し検査が報告書通り実施されていな

かった事実が判明しております。お客さまをはじめ関係する皆さまへ多大なるご迷惑をお掛けしまし

たことを改めて深くお詫び申し上げますと共に、今後とも最重要の経営課題として再発防止の取り組

みを継続強化してまいります。

今後とも、皆さまから信頼され、愛され、必要とされる存在であり続けるために、企業活動の枠

組みをより適正に構築してまいります。引き続きご指導、ご支援賜りますようお願い申し上げます。

より良い未来を創る

代表取締役社長　曽山 浩司

トップメッセージ
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3 ｜　エナジーサポート株式会社　社会・環境レポート 2019　｜

持続可能な社会の実現
１．地球環境を守り、社会に資する商品やサービスの提供を通じて新しい価値を創造し、持続可能な	

	 社会の実現に取り組みます。
◦	安全性に十分に配慮し、環境規制も遵守した品質の高い商品やサービスを提供することにより、お客さ
まと社会からの信頼に応えます。

◦	お客さまと社会からの新たなニーズや改善への要望を真摯に受け止め、商品やサービスの開発や改良を
行います。

人権尊重
２．人権に関する国際規範を遵守し、人々の多様性を尊重します。
◦	人権を尊重し、強制労働や児童労働のない事業活動を行います。
◦	社員の個性と自主性を尊重し、人種、国籍、性別、年齢、宗教、信条、障がいの有無、性の多様性な
どによる差別は行いません。

◦	職場におけるハラスメントの発生を防止し、発生があった場合には迅速に適切な対応をとります。
 

安全・快適な職場環境の提供
３．安全・快適で誰もが働きやすい職場環境を提供します。
◦	各国および地域の労働と安全衛生関連の法令を遵守します。
◦	仕事と生活の調和を図り、多様な働き方の実現を目指します。
◦	社員との誠実な対話と協議を通じて信頼関係を構築します。
◦	社員に教育の機会を与えると共に、意欲、能力を伸ばす機会を提供します。

誠実な事業活動
４．国際規範や各国および地域の法令を遵守し、公正かつ透明で誠実な事業活動を行います。
◦	コンプライアンスを徹底し、倫理に基づき良識を持って事業活動を行います。
◦	お客さまおよび取引先との契約や合意を確実に履行します。
◦	競争法を遵守します。
◦	贈収賄は一切行いません。
◦	個人情報、機密情報の管理を徹底します。
◦	他者の知的財産権を尊重します。
◦	輸出入管理体制を整備し、確実に管理します。
◦	反社会的勢力とは一切関わりません。
◦	事業上のリスクを管理し、問題の未然防止と発生時の迅速な対応に努めます。
◦	不正行為の抑止と是正を図るため、内部通報制度を適切に整備し、運用します。

 
企業情報の開示と説明

５．積極的な情報の開示とステークホルダーとの対話を通じて経営の健全性と透明性を高めます。
◦	社会が必要とする情報は、正確かつ速やかに開示します。
◦	ステークホルダーの声を真摯に受け止め、説明責任を果たします。

NGKグループ企業行動指針

企業行動指針／CSR推進体制／コーポレート・ガバナンス

010_0062390341909.indd   3 2019/09/19   11:44:10



4｜　エナジーサポート株式会社　社会・環境レポート 2019　｜

サプライチェーンへの社会的責任の浸透
６．取引先をはじめとするサプライチェーン全体で、社会的責任を果たす取り組みを推進します。
◦	取引先は対等なパートナーとして尊重し、信頼関係の構築と相互発展に努めます。
◦	グリーン調達やCSR調達の実践を通じて、地域や社会の発展に貢献します。
◦	サプライチェーンにも人権尊重や法令遵守を求めます。

環境保全
７．地球環境の保全と問題の解決に取り組みます。
◦	地球環境の保全に貢献する商品やサービスを提供します。
◦	事業活動における環境負荷の低減に率先して取り組みます。
◦	生物多様性の保全と持続可能な利用に取り組みます。
◦	各国および地域の環境関連の法令を遵守します。

地域、社会との協調
８．良き企業市民として地域、社会の発展に貢献します。
◦	地域、社会の一員として社会貢献活動に積極的に取り組みます。
◦	社員の自主的な社会貢献活動を積極的に支援します。

NGKグループ企業行動指針

企業行動指針は、エナジーサポート
およびグループ会社の各事業所に勤務
するすべての人を実践主体とするもの
です。この指針の遵守をより確実なも
のとするため、「CSR委員会規定」を定
め、CSR推進部門を設置し「CSR委員
会」および「CSR委員会コンプライア
ンス分科会」を開催しています。委員
会および分科会は、指針に基づく法令
および倫理の遵守などのコンプライア
ンスに関する事項を取り扱い、企画立
案、周知徹底、ヘルプラインの運営、
事案への対応、その他の関連業務を
遂行しています。

エナジーサポートは、グループ会社を含めコーポレート・
ガバナンスの強化を経営の最重要課題の一つとして位置づけ
ています。その考えのもと、会社法などで定められた事項お
よび経営に関する重要事項の審議、決定または報告の手続
きを取締役会において実施するほか、経営会議や戦略会議
等においても審議をしています。経営および業務執行の監視
は、取締役会および監査役制度により実施しており、監査役
は上記会議に出席し、業務執行、法令遵守および内部統制
状況等の監査を実施しています。また業務監査室による内部
監査および監査役監査に当たっては当社の会計監査人と相
互連携をとっています。また、企業の社会的責任を果たして
いくため、NGKグループとして、CSAアンケート、リスクア
セスメントなどを通じてリスクを認識・評価し、必要な対応
を行って問題の未然防止に努めています。

CSR推進体制 コーポレート・ガバナンス
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エナジーサポートの製品紹介／会社概要／編集方針

　エナジーサポートでは、当社が推進
している社会貢献活動および環境保
全活動を広く皆さまにお伝えするため
に2001年から毎年社会・環境レポー
トを発行しています。
　本レポートには、当社の地域社会
をはじめ、様々なステークホルダーと
の関わりについての活動や環境負荷低
減に関する具体的な活動を報告して
います。
○ 対象期間
2018年4月1日より2019年3月31日
（一部、3月31日以降の内容も含みます）

○ 発　行
2019年10月
○ 対象範囲
　本レポートは、エナジーサポート株
式会社と、同サイト内の関係会社であ
るエナジス産業株式会社（物流子会
社）の活動内容を対象としています。

社 名 エナジーサポート株式会社

設 立 1949年（昭和24年）12月15日

資 本 金 51億9,700万円余（2019年3月末現在）

従 業 員 285名（2019年3月末現在）
※臨時従業員およびパートタイマーは除く

事 業 内 容 電気機械器具および計測機器の製造販売

本社・工場 愛知県犬山市字上小針1番地

○ 売上高推移（連結）
（百万円）

○ 経常利益推移（連結）
（百万円）

2014 2015 2016 2017 2018
年度

13,871

16,83416,344
14,150

16,215

△138

1,283

605

△203

722

2014 2015 2016 2017 2018
年度

会社概要 編集方針

暮らしや産業、社会の活動に必要な電力やエネルギーがスムーズに供給されるための下支え、そして環境
への負荷を少なくすることが、当社の手がけるエネルギーサポート事業です。

カットアウト開閉器

電力の安定供給に欠かせない配電線路の切替
を行う開閉器や、変圧器を保護するカットアウ
トなどを製造しています。

設備の最適な操業や省エネル
ギーに貢献しています。

配電機器 分析･環境監視用計測機器電設資材製品
変圧器の励磁突入電流を抑制
する機能が付加された、自動
投入式限流ヒューズ付高圧負荷
開閉器（LBS）であり、電力品質
の安定化に貢献する商品です。

エナミック
（励磁突入電流抑制機能付LBS） ジルコニア式TF-10酸素分析計

エナジーサポートの製品紹介
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社会性報告

エナジーサポートは、企業理念に基づき、お客さまに満足していただく製品とサービスの提供に
努め、信頼の獲得および社会の安定を追求しています。

○ 品質委員会 組織図

計測システム事業部
品質委員会

電力事業部
電材事業部
品質委員会

全社品質委員会

品質委員会委員長
（QMS管理責任者）

社長

計測システム事業部
品質委員会

配電機器事業部
品質委員会

品質委員会

○ 品質委員会 組織図

計測システム事業部
品質委員会

事務局：
品質推進センター

配電機器事業部
品質委員会

品質委員会

○ 品質保証体系図品質マネジメントシステム

暮らしや産業、社会の活動に必要
な電力やエネルギーがスムーズに供給
されるための下支え、そして環境への
負荷を少なくすることが、当社のエネ
ルギーサポート事業です。1996年に
は品質の国際規格ISO9001の認証を
取得し、継続的な品質改善活動を推
進しています。

エナジーサポートは購買活動にあたり、関連法規を遵守するとともに、公正、自由、透明な取引の
実践により、お取引先と深い信頼関係を結べるよう心がけています。

安定的な購買活動と
相互信頼に基づく共存共栄

公正、自由、透明な取引を
前提とした
品質、価格、納期の確保

固有技術および専門知識の尊重

1

2

3

お取引先に関する取り組み

日々の購買活動を通じ、「お取引先は当社の
前工程である」との認識のもと、対等の立場に
立ち、QCDに優れたお取引先と長期的にお取
引できる体制を築くことを目指しています。

相互情報交換および相互技術研鑽

お取引先との相互情報交換は共存共栄のた
めの重要な課題と考え、年に4回、主要なお
取引先が一堂に会する情報交換会および研修
会を開催しています。

お取引先とのかかわり

お客さまとのかかわり
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社会性報告

トピックス

当社は、2019年1月に「災害時における指定緊急
避難場所としての使用に関する協定書」を犬山市と
締結しました。これにより、当社の福利厚生棟とグラ
ンドが犬山市より指定緊急避難場所に指定されまし
た。災害発生時には、当社施設が地域住民の皆さん
の一時的な避難場所となり、当社と犬山市災害対策
本部が連携して避難者の安全を確保してまいります。
指定後には、土砂災害発生を想定した避難訓練を

当社施設で実施し、地域住民の皆さんが避難経路や
避難施設の確認を通して、防災意識を高めるととも
に土砂災害時の避難行動を身に着ける良い機会とな
りました。
これからも当社は地域社会の一員として、地域の

皆さまが安心・安全に暮らせるまちづくりに貢献して
まいります。

災害時に指定緊急避難場所として当社施設を開放

エナジーサポートは、地域に貢献するための積極的な取り組みをしています。
エナジーサポートは、本社のある愛知県犬山市を中心に、よき企業市民としての責任を果たすべく、
社会貢献活動に取り組んでいます。2018年度も、以下のような取り組みを継続的に行っています。

月1回の歩道清掃活動
エナジーサポート杯

献血の実施

地域社会とのかかわり

犬山市との協定締結式

正門横に指定緊急避難
場所の看板を設置

公共的な電柱看板の設置

本社周辺の電柱に公共看板を取
り付けることで、周辺地域の皆
さまへ交通安全や防災対策への
メッセージを発信しています。
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社会性報告

エナジーサポートは、NGKグループの一員として、一人ひとりが高みを目指し、広い視野を持っ
て、変革を恐れず粘り強く挑戦できるよう、活き活きと働ける職場づくりと人材の育成に取り組ん
でいます。

働きやすい職場づくり

人権尊重
NGKグループ企業行動指針において、「人権に関する国際規範を遵守し、人々の多様性を尊重します」
などの項目を掲げ、従業員はもとより事業活動に関係する人々の人権を尊重するように取り組んでい
ます。
また、職場におけるいじめ、差別などのハラスメント防止及び苦情対応のため、社内相談窓口に加
え、弁護士による社外相談窓口を設置し、安心して働ける職場づくりに努めています。

ワーク・ライフ・バランスへの取り組み
エナジーサポートは、従業員の仕事と生活の調和を大切にするための取り組みを行っています。
年次有給休暇の取得促進として「記念日休暇（5日／年）」を導入し、時間外労働削減を目的に週1日「定
時退社の日」を設けることで、ゆとりの時間の創造・活用を勧めています。
また、勤続5年、10年、20年、30年、40年、定年を迎える従業員には永年勤続表彰として特別有
給休暇を付与し、年次有給休暇と合わせて3～5日間の連続休暇取得を推奨しています。
家族と職場の両立支援についても積極
的に取り組んでおり、育児・介護休業に関
する規定は、法を上回る充実した制度を
整備しています。
育児支援では、短時間勤務や所定外労
働の制限・免除等の各種制度が小学校３
年生まで利用でき、育児休業は過去５年
間に出産した社員の９割以上が取得し、
復職しています。
介護支援では、介護休業を365日まで
取得することができます。

従業員とのかかわり

　 厚労省調査　　  エナジーサポート　
※厚労省データ（常用労働者が30人以上の民営企業）

2014 2015 2016 2017 2018（年度）

56 53

（％）

47

61
56

49 49

62

51

有給休暇取得率推移� ※小数点以下四捨五入

○ 育児関連制度利用状況

（年度） 2014 2015 2016 2017 2018

育児休業（人） 2 4 3 2 4

育児支援（人） 1 2 3 3 6
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9 ｜　エナジーサポート株式会社　社会・環境レポート 2019　｜

社会性報告

新入社員フォロー研修

人材の育成

教育・研修制度
入社時の基礎教育をはじめ、それぞれの段階に応じた教
育・研修体系を整備し、年間計画に沿って実施しています。
また、通信教育等の自己啓発に対する奨励金支給制度を設
け、従業員の業務に関連する知識、技能の向上を支援してい
ます。

人事評価
すべての従業員がモチベーション高く働き続けるためには、より公正で納得性の高い評価が行われる
ことが重要です。
エナジーサポートでは、人事考課の位置づけ・評価基準等の理解徹底を図るため、毎年定期に考課
者訓練を実施し、公正・公平な人事評価を行っています。

防災活動

東海地区は、今後30年以内に南海トラフの大規模地震が発生する確率が高いとされています。東海
地区で活動する企業として、大規模な地震発生に備え、2018年度も9月3日に緊急地震速報受信システ
ムを使用し、避難防災訓練を行いました。当社自衛消防隊においても、定期的に放水訓練を行うなど、
災害への備えを行っています。

従業員とのかかわり

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

役　　員

幹 部 職

一 般 職

新入社 員

階層別研修 安全衛生 実務研修 自己啓発

安
全
衛
生
教
育

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

社
内
外
個
別
セ
ミ
ナ
ー

通
信
教
育

公
的
資
格
取
得
等
奨
励

技
術
者
教
育

新任役員研修

新任幹部職研修

監督者研修

新入社員研修

新入社員フォロー研修（2・4年目）

自衛消防隊（屋外消火栓取扱競練会） 放水訓練避難防災訓練における初期消火訓練
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10｜　エナジーサポート株式会社　社会・環境レポート 2019　｜

社会性報告

労働安全衛生

エナジーサポートでは、企業理念に基づき、安心・安全・健康に働ける職場を目指し、以下の８つの実
施項目を掲げ、労働安全衛生活動を推進しています。

2018年度は、労働安全衛生の国際規格ISO45001の認証取得を目指し
た活動を進め、2019年3月に認証を取得いたしました。
本規定は、ISO（国際標準化機構）による初の労働安全衛生マネジメン
トシステムの国際規定となっています。労働安全衛生におけるリスクを最小
化し、除去するためのマネジメントシステム規格となっており、当社も企業
理念に基づいた安心・安全・健康に働ける職場を目指し、ISO45001を取
得しました。

今後も職場の労働安全衛生環境の維持向上に努めるとともに、労働安
全衛生関係法令を遵守し、労働安全衛生パフォーマンスの向上に努めてい
きます。

○ 労働安全衛生活動　実施項目と目標

実施項目 2018年度目標値 実績

❶	「災害ゼロから危険ゼロ」	
の職場づくり

休業災害：0件
・無災害：300万時間

0件
287万時間

不休災害：0件 4件

❷	 過重労働健康障害予防対策 過重労働による健康不調者：0名 0名

❸	 メンタルヘルスケアの推進 メンタル不調による長期休業者（1ヶ月以上）：0名 2名

❹	 リスクアセスメントの展開 リスクアセスメントの対象範囲拡大、取り組みの開始 取り組み開始

❺	 火災・爆発事故を	 	
発生させない体制づくり 火災・爆発事故の発生防止 0件

❻	 地震防災対策の推進 安否確認メール応答率：100% 91.3%

❼	 車両関連事故の絶滅 車両関連事故：0件 3件

❽	 労働安全衛生マネジメント
	 システムの運用開始 ISO45001「労働安全衛生マネジメントシステム」の認証取得 2019年3月取得

労働安全衛生マネジメントシステム登録証
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11 ｜　エナジーサポート株式会社　社会・環境レポート 2019　｜

環境報告

エナジーサポートは、従来からの環境法令遵守はもとより、地球環境の現況を捉え、より積極的な環境保
全活動に取り組むことが企業の社会的責任と考えています。環境保全に向けた環境方針を企業理念、NGK
グループ企業行動指針に基づいて設定し、地球環境負荷の低減に向けた環境保全活動に取り組んでいます。

環境方針

環境マネジメント体制と2018年度の計画と実績

環境保全に関する会社の方
針・施策は、環境管理責任者
（取締役）を委員長とする「環境管
理委員会」と、必要に応じて「経
営会議」で審議し意思決定を行
います。環境マネジメントシス
テムの国際規格ISO14001を環
境保全活動の有効なツールと
捉え認証を取得し、継続的に
内部監査・外部監査を行ってい
ます。また、新入社員教育や部
門ごとの教育などにより環境方
針を実現していくための教育・
啓発に努めています。

◦ 	省資源・リサイクルに配慮し、環境に優しい製品の開発に努めます。
◦ 	エネルギーの有効利用、産業廃棄物の減少、汚染の予防に努めます。
◦ 	化学物質の適正使用、適正管理を通して有害物質のリスク低減に努め、環境に配慮した材料・
部品・製品・設備を優先的に調達・購入します。

◦ 	緑化を進め、地域との共存に努めます。
◦ 	環境目的・目標を明らかにし、見直しするとともに、システムの継続的改善に努めます。
◦ 	国や自治体などの環境規則と自主管理基準などを守り、緊急事態や事故に備え、環境影響の
予防、緩和に努めます。

◦ 	環境意識向上のための教育に努めます。また、環境方針などの情報を公開します。

より良い未来のため、「環境に配慮した企業」を目指し、
地球環境の保全に努めます。

社　長

環境管理
責任者

環境管理
委員会

課題別
小委員会

事業部

生産環境委員会

設計環境委員会

廃棄物対策委員会

省エネ・省資源委員会

社　長

環境管理
責任者

環境管理
委員会

事業部

コンプライアンス
分科会

セキュリティ管理
分科会

企業倫理および法令
遵守の全社的対応

ヘルプライン制度
行動指針に反する行為の抑制、未然防止、早期解決を

図ることを目的とした相談・報告の制度

情報管理に関わる
事案への対応

○ 環境保全組織

生産活動にともなう、環境負荷
を与える排出物や副資材などの
削減への取り組み

有害物質の廃止、代替品の検討、
製品廃棄時の分別容易設計等、
環境配慮設計への取り組み

企業活動の中で発生する副産物
の適正処理、リサイクル率向上
等、廃棄物削減への取り組み

電力を始めとするエネルギー、資
源の節約や有効利用への取り
組み

環境マネジメント
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12｜　エナジーサポート株式会社　社会・環境レポート 2019　｜

環境報告

設計・開発、物流、緑化などの取り組み

環境マネジメント体制と2018年度の計画と実績

エナジーサポートでは、製品の開発や改良設計の段階で環境ア
セスメント（定性的）を義務付け、環境に配慮した製品の設計・開
発に取り組んでいます。製品が使用後廃棄される場合に構成部品
のリユース、リサイクルおよび適正な廃棄処理を可能にするため
に、構成部品ごとに材質を表示しています。
また、物流における環境負荷を削減するため、無駄な梱包材を削
減・廃止し、製品や購入部品の搬出、搬入時の梱包箱はリユースでき
るよう通い箱化するなど、梱包を含めた物流の改善に注力しています。
地域および社内の緑化にも積極的に取り組んでいます。地域の
緑化では、自治体緑化基金への参画、地域団体への植樹の寄贈
等、緑化に関する事業への参画、協力を推進し、社内では、建物
の建て替え計画に沿った緑地の拡大に努めています。

活動項目 目　　標 2018年度活動結果
【CO₂排出量の削減】2023年に向けたボイラー要否の検討 ボイラー要否決定 ボイラー更新の決定

【環境負荷物質の低減】
製品に使用する環境負荷物質の低減および低減のための
仕組みづくり

◦「ビニル絶縁付端子」のRoHS対応
◦製品含有化学物質リスクチェッ
クシート見直し

◦申請した全7電力で承認完了
◦製品含有化学物質リスク
チェックシートを見直し、規
定の改定

【産業廃棄物の削減】 産業廃棄物の埋立量削減 昨年度実績（3.5t）以下 埋立量 3.24t

【排出物の管理】 排出物の日常の実績管理 排出物の実績管理 産業廃棄物 162t
一般廃棄物   63t

【エネルギーの削減、資源の有効利用】
電力使用量の継続的な低減、資源の有効利用

◦省エネに配慮した受電設備の建設
（第4工場）
◦各種機器の再利用
◦電力使用量原単位
	 1,355kWh/hの▲0.5%

◦建設完了
◦照明14灯、空調機器2台の
再利用

◦電力使用量原単位
	 1,244kWh/h（▲8.7%）

【緑化の推進】地域の緑化および社内の緑化 2019年3月 
緑地面積11.2%の維持

2019年3月 
緑地面積11.2％維持

【事務部門テーマ】

業務の効率化 8テーマ

21テーマ達成
（達成率：78%）

環境配慮設計品の拡販 2テーマ
リサイクル・省資源 8テーマ
法および要求事項の順守 7テーマ
危機管理への備え 1テーマ
地域貢献 1テーマ

社内の緑化活動
の一環として、
空地の芝張り工
事や、緑地管理
を積極的に進め
ています。

トピックス

緑地（芝生）の管理
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環境報告

環境負荷の低減は、企業の存在と活動に必須の要件であり、かけがえのない地球を次の世代へと引
き継ぐための重要な課題です。エナジーサポートは、この環境負荷低減に向けて、様々な取り組みを
行っています。

････････････････････････････････････････････ エナジーサポートの事業活動による環境負荷　　

○ 電力使用量

○ CO₂排出量（エネルギー起源） ○ 排水量（雨水含む）

○ 大気汚染物質
   （窒素酸化物NO₂）

20152014 2016 2017 2018

(ppm)

34

30

42

35

48

46
42

29

42

31

46

43

年度

43

37

47

32

35

33

20152014 2016 2017 2018

(t-CO₂) ■ 購入電力   
■ 都市ガス   
■ LPG

1,607

1,284

322

1,864

1,260

604

00
年度

1,564

1,122

442

0

1,429

1,077

351
0

1,838

1,245

593

0

20152014 2016 2017 2018 年度

(MWh)

2,671
2,9993,057

2,564

2,965

20152014 2016 2017 2018

42,866

68,19867,686

年度

(㎥)

58,038
63,537

エナジーサポートのCO2排出
量の増減は、生産活動に使用
する電力使用量に起因するも
のであり、開発部門および生
産部門において、今後も省エ
ネに結びつく取り組みを継続
して実施してまいります。

エナジーサポートでは、｢省エネ・省資源委員会｣を中心に電
力使用量の削減計画（蛍光灯のLED照明化等）を策定し、全
社的に活動しています。各部門においては、空調の効率化、
空調温度管理の徹底、休憩時間の消灯の徹底を図るなどの
省エネ活動に取り組んでいます。
今後も各部門でエネルギーの無駄を見つけ出し、改善して
削減する活動を推進してまいります。

工場では、ボイラーの燃焼設
備から排出されるばい煙・排
ガス等による大気汚染を防止
するために適切な運転管理に
努め、設備の定期点検・メン
テナンス、ばい煙測定を実施
しています。

OUTPUT

INPUT

環境負荷低減
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環境報告

････････････････････････････････････････････ エナジーサポートの事業活動による環境負荷　　

○ 用水使用量

○ 廃棄物

20152014 2016 2017 2018

(㎥)

■ 上水道使用量
■ 地下水汲み上げ量

12,173

46,920

59,093
13,194

49,723

62,917

年度

15,351

26,356

41,70712,974

36,029

49,00314,006

48,628

62,634

20152014 2016 2017 2018

(t)
■ 鉛およびその化合物・取扱量
■ アンチモンおよびその化合物・取扱量

7.21
7.59

0.38

20072006 2008 2009 2010

(t) ■ 鉛およびその化合物・取扱量
■ アンチモンおよびその化合物・取扱量
■ ビスフェノールA型エポキシ樹脂・取扱量
■ ビスフェノールA型エポキシ樹脂・移動量

18.94

1.00

2.66
0.68

2.31

12.96
14.22

0.75

2.44
0.340.320.37

年度

14.43
15.19

0.76

10.10
10.63

0.53

13.55
14.26

0.71

9.27
9.76

0.49

20152014 2016 2017 2018

■ 総発生量
■ 外部処分量

年度

(t)

3.2

162

3.5

170

6

153

6

146

4

142

○ 化学物質取扱量

エナジーサポートは、製品からの
有害物質の排除に取り組み、人々
の健康を守り生態系への影響を
抑制するために、削減対象物質の
代替化計画を進めています。又、
環境に配慮した材料、部品を優先
的に調達・購入します。

エナジーサポートは、一部の
生産工程で地下水を使用して
おります。今後も地下水使用
量の削減に取り組むととも
に、適切な排水管理を行い、
近隣河川の汚染防止に努めて
まいります。

エナジーサポートは、「廃棄
物対策委員会」が中心となっ
て、“分別すればゴミじゃな
い”を廃棄物削減のモットー
として徹底した分別回収に
よる再資源化を図ることが
重要な使命と認識し、活動
しています。

エナジーサポートは、「PCB（ポリ塩化ビフェニール）廃棄物の
適正な処理に関する特別措置法」にしたがい、PCB廃棄物の適
切な保管と管理とともに、順次、無害化処理を実施しています。

トピックス

  PCB廃棄物
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〒484-8505 愛知県犬山市字上小針1番地 
Tel.0568（67）0851   Fax.0568（67）4802

http://www.energys.co.jp/

この報告書は、適切に管理された森林から生まれた「FSC®認証紙」を使用し、VOC（揮
発性有機化合物）の発生を抑えた「植物油インキ」を使用し、有害な廃液の出ない水な
し印刷で印刷しています。
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